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あらまし 近年，クックパッドや楽天レシピなどのユーザ投稿型料理レシピサイトが注目され，スマートフォンやタ

ブレットの普及により料理レシピに関するアプリなども多くリリースされており，膨大な数のレシピが投稿されてい

る．しかしながら，既存のサービスにてレシピ検索を行った場合，大量の検索結果からユーザが所望するレシピを探

すことは困難である．また，新着順や人気順などの並び替え機能やカテゴリで絞り込むといった検索方法が存在する

が，ユーザの嗜好や目的にあった並び替え機能は存在しない．そこで本研究では，料理を作る側および食べる側の両

者が楽しいと感じる料理レシピの推薦の実現を目指し，ユーザの嗜好や目的に合致したレシピの選別を支援する手法

を提案する．具体的には，「楽しい」という感情に着目し，料理レシピに付与されているメタデータの特徴を分析し，

楽しいと感じられる要素を抽出し，それらをスコア化することで，検索されるレシピを楽しいと感じられる順にラン

キングし利用者に推薦する．また，それぞれのレシピの違いを理解するために，楽しいと感じる各要素のスコアを可

視化し利用者に提示する．本論文では，提案した楽しいと感じる料理レシピのランキング手法について述べ，レシピ

推薦の実行例を示す．また，楽天レシピデータによるレシピの楽しいスコアの有効性を検証する．最後に，アンケー

ト調査による楽しいと感じる料理レシピ推薦の有用性を確認する．

キーワード レシピ推薦，メタデータの特徴分析，楽しい要素抽出

1. は じ め に

近年，クックパッド（注1）や楽天レシピ（注2）などのユーザ投稿

型レシピサイトが普及している．これらのサイトはレシピの閲

覧だけではなく，投稿も容易に行うことができる．それに伴い，

投稿レシピ数は増加し，検索したワードに対して多くの同一料

理のレシピが表示される．ユーザは表示される膨大なレシピか

ら，自分の用途に応じたレシピを見つける必要がある．しかし，

既存のサービスでは新着順と人気順の 2種類の表示形式しか用

意されていない．そこから絞り込み機能を用いたとしても，掲

載レシピの豊富さから，ユーザが所望するレシピをすぐに探す

ことは困難である．そのため，表示されるレシピランキングか

ら各レシピを詳細に確認する必要があり，大変大きな時間と労

力を伴う．そこで本研究では，検索結果で表示される料理レシ

ピの情報から，「楽しい」と感じられる要素を抽出し，それらを

スコア化することで，その料理における「楽しい」と感じるス

コアを算出し，「楽しい」と感じるレシピ順に並び替えることを

目的とする．

図 1 に提案するレシピ推薦手法の概要図を示す．たとえば，

ユーザが「照り焼きハンバーグ」という料理名で検索するとき，

（注1）：https://cookpad.com/

（注2）：https://recipe.rakuten.co.jp/

既存の楽天レシピにおける人気順の上位 5 件の検索結果は図

1(a)となる．提案手法では，この 5つのレシピに対してそれぞ

れに「楽しい」と感じる要素の抽出とスコアの算出を行い，そ

のスコア順に並び替えたランキングが図 1(b)である．また，各

レシピの「楽しい」と感じる要素のスコアを可視化しユーザに

提示することで，ユーザがそれぞれのレシピの違いを一目で把

握することができる．たとえば，図 1(b) の「レンコンのはさ

み照り焼き」の「楽しい」と感じる各要素のスコアを可視化し

たものを図 1(c)に示す．このように，料理レシピ検索および選

択を支援することが可能なシステムの実現を目指す．

提案手法では，まず，料理レシピを閲覧した際，料理をする

ときにどのような要素に「楽しい」と感じるかを選出し，事前

調査によって決定する．次に「楽天公開データ」（注3）より，楽天

レシピデータ [1]を用いて検索で表示されるレシピから，定義

した「楽しい」と感じる要素を抽出し，要素のスコア化を行う．

算出したスコアは一定の値ではないため正規化を行い，すべて

の要素のスコアを足した値を，要素の数で割ったものを，その

レシピにおける「楽しい」と感じるスコアとして算出する．最

後に，算出したスコアの高い順に元のランキングをリランキン

グする．また，レシピに対して各「楽しい」と感じる要素のス

コアをグラフとして可視化することで，レシピにおける各「楽

（注3）：https://www.nii.ac.jp/dsc/idr/rakuten/rakuten.html



図 1 提案した料理レシピ推薦手法の概要

しい」と感じる要素が一目でわかるようにする．

本論文の構成は以下のとおりである．次章では料理レシピの

検索・推薦に関する関連研究を紹介し，3章では，レシピにお

ける「楽しい」と感じる要素の定義について述べる．4章では，

実データを用いた料理レシピのメタデータの特徴分析および

「楽しい」と感じる料理レシピ推薦のためのスコア算出につい

て説明し，提案したレシピ推薦手法の実行例について述べる．

5章では，提案した料理レシピ推薦手法の有用性を図るための

評価実験について述べた後，最後に，6章でまとめと今後の課

題について述べる．

2. 関 連 研 究

近年，料理レシピ検索のみに限らず，ユーザごとに適した推

薦を行う研究が盛んに行われている．特に膨大なレシピに対し

て，さまざまなキーワードやユーザが求める要素に基づいて推

薦を行っている研究も多く存在する．本研究においても，ユー

ザの検索ワードによって検索されるレシピを，「楽しい」という

要素に基づいて並び替えている．本章では，本研究と関連の深

い料理レシピの推薦に関する研究について紹介する．

2. 1 食材の嗜好を考慮したレシピ推薦

本研究では，料理において食事をとることではなく，料理を

楽しむという娯楽の面に着目している．このようなユーザの娯

楽の観点から，ユーザの嗜好を考慮したレシピの推薦手法もい

くつか提案されている．高畑ら [2]は，個人の食材に対する嗜

好をもとにレシピを推薦している．また，ユーザの欲求として

似ている料理を連続して食べたくないというものがあると考

え，食材，調理方法，料理名なども含めて，類似した料理レシ

ピが連続して推薦されない機能についても検討している [3]．李

ら [4]は，個人の嗜好や食事に含まれるエネルギーや栄養情報

を考慮し，健康状態を考慮した料理レシピの推薦について提案

している．本研究では，「楽しい」という感情に基づいており，

食材の嗜好を基準となる要素が異なっている．

中川ら [5]は，ユーザの調理履歴を利用し，食材に好き嫌い

のラベリングを行っている．また，付与した「好き嫌い食材ス

コア」を利用して食事レシピのスコアを算出し，スコアが高い

食事レシピをユーザに推薦している．上田ら [6], [7]は，個人の

調理履歴から算出した食材の得点と，レシピにおける食材の特

異度に基づいてレシピの順位付けを行うレシピ推薦手法を提案

している．ユーザに合ったレシピ順へリランキングされるため，

検索の負荷を軽減することができる．これらの研究では，個人

の調理履歴の分析によって料理レシピの推薦を行うため，本研

究のレシピデータに付与されているメタデータの特徴分析に

よって料理レシピの推薦を行う点が異なっている．

2. 2 栄養バランスを考慮したレシピ推薦

苅米ら [8]は，栄養バランスがとれた献立の作成と食事記録

の可視化を行っている．この取り組みでは，「食品群別摂取量」

に基づき，候補となる献立を食べた際の栄養素充足率を計算し，

充足率に従って献立を順位付けている．長村ら [9]は，個人の

コンディションや欲求を考慮した献立の推薦を行っている．こ

の手法では，ユーザの状態から必要な栄養素をピックアップし，

必要栄養素とレシピの栄養素の値を用いることで充足率を算出

している．

カロリーを減らすことを目的としたダイエットのためのレシ

ピ推薦として，三野ら [10] の研究がある．この取り組みでは，

大学生生活の中で起こりうる様々なイベントに対して，それぞ

れカロリーを線形計画法を用いて算出している．研究の目的は

カロリーと栄養素を考慮したレシピ推薦であり，カロリーの消

費・摂取の評価値を与え，ユーザのスケジュールに合わせた摂

取カロリー以内で，塩分や野菜摂取量など健康に影響を与える

栄養素を配慮している．どちらも定義されていない要素に着目

して推薦している点は，本研究と類似しているが，楽しいとい

う感情から導いている点が異なっている．

2. 3 レシピ推薦への応用

大野ら [11]は，レシピの使用される食材のクラスタリングを

行うことで，その食材や料理のジャンルを分類し，その結果か

ら作りたい料理や雰囲気を考慮した献立を推薦する手法を提案

している．千葉ら [12]は，料理のもつ基本の味である 5つの味

覚，「甘味」，「酸味」，「塩味」，「苦味」，「うま味」に料理レシピ

を分類し，スコア付けを行った．スコア付けの手法は，レシピ

に記載された材料から，5つの味覚を表す単語がどの程度の頻

度で出現するか，出現頻度を計算し，材料がどの味へ分類され

るかで行なわれている．山口ら [13]は，レシピ投稿者の動機に



着目し，料理レシピデータから身体的疲労，精神的疲労，人間

関係を抽出することで，身体的かつ精神的に「癒し」を感じら

れるレシピを推薦する手法を提案している．これらの研究では，

雰囲気，味覚や癒しなど感情を考慮したレシピを推薦する点は，

本研究と類似しているが，「楽しい」という感情に着目している

点が異なっている．

Matsushimaら [14], [15]は，調理時間の最小化を図る調理作

業スケジュールの生成を目的として，調理時における調理者や

調理器具の動きをモデル化した調理モデルと，それを用いて調

理作業スケジュールを生成する調理手順最適化アルゴリズムを

提案している．また，Webで公開されているレシピを，調理モ

デルの入力形式に変換するためのレシピ変換アルゴリズムの提

案や，調理作業スケジュールに沿って調理のガイダンスを行う

調理ガイダンスシステムの実装も行っている．Kawanoら [16]

は，スマートフォン側で食材の一般物体認識をリアルタイムに

行い，食材にスマートフォンをかざすだけで次々と料理レシピ

を推薦するというモバイルデバイスでの画像認識を利用した料

理レシピ推薦システムを提案している. 本研究とは，「楽しい」

という感情を考慮する点と，分析するデータがレシピのみの情

報でよいため，ターゲットを絞ることなくより幅広いニーズに

対応できるという点で異なっている．

3. 「楽しい」の定義

3. 1 「楽しい」と感じる要素の事前調査

本研究では，料理レシピから感じられる「楽しい」という感

情に着目した．枝窪ら [17]の研究では，料理において気分の高

揚する動作について調査している．本研究では，料理気分高揚

尺度の決定因子の中から強く作用したもの，上位 8項目から採

用した．表 1に示す楽しいと感じる要素項目を，事前アンケー

トの項目として利用した．

表 1 「楽しい」と感じる要素の事前調査項目（全 8 項目）

項目 要素

1 見た目がよい

2 食感がよい

3 味が好みである

4 料理負荷が少ない

5 特別感がある

6 特定の調理工程

7 豪華な

8 非日常を感じられる

3. 2 「楽しい」と感じる要素の決定

料理レシピにおいて楽しいと感じる要素の特定を目的に，5

つのレシピに対して，ほぼ毎日料理をする大学生 10名（男性：

4名，女性：6名）を対象に 3. 1節の表 1に示す楽しいと感じ

る要素を 5段階評価で，「作るとき」と「食べるとき」それぞれ

の場合について，事前アンケートの調査を実施した．これは，

アンケート被験者が「作るとき」と「食べるとき」のどちらを

想定するかで差異が生まれないようにするためである．

事前アンケートの調査結果から，以下のことがわかった．

表 2 決定した「楽しい」と感じる要素（5 項目）

項目 要素

1 見た目がよい

2 食感がよい

3 特別感がある

4 豪華な

5 非日常を感じられる

• 食べるときと作るときでは大きな差異はなかったこと

• 料理負荷と工程は「楽しい」と感じる要素として影響が

少ないこと

• 味は個人差が大きいこと

上述の結果から，調査前に定めた 8項目から項目 3「味が好

みである」，項目 4「料理負荷が少ない」，項目 6「特定の調理

工程」という項目をなくし，より強く「楽しい」と感じるかに

作用した要素を表 2に示す 5項目の要素に絞って決定した．

4. メタデータに基づく料理レシピ推薦

4. 1 「楽しい」と感じる要素のスコア化

はじめに，楽天レシピに掲載される人気ランキングの上位 20

件の料理レシピを用いて，それらすべてのレシピに付与されて

いるメタデータの特徴を分析し，それに基づき 3. 2節の表 2に

示す「楽しい」と感じる各要素のスコアを算出する．

（ 1） 見た目：レシピ画像の特徴量

料理レシピのURLから取得したレシピ画像に含まれる RGB

情報を用い，以下の式（1）によって「見た目」のスコアを算出

する．これは，人は赤（R）と緑（G）の食べ物から楽しいと

いうポジティブの感情を，青（B）からはネガティブな感情を

与えるという感情モデルに基づいて設定を行っている．

R + Gの特徴量
Bの特徴量

(1)

（ 2） 食感：タイトルに含まれる食感の副詞数

料理レシピのタイトルに含まれる食感の副詞数を「食感」の

スコアとして利用した．食感の副詞については，瀬戸 [18]の本

から引用し一致する副詞を利用した．

図 2 スコア化の例：「特別感」と「豪華さ」

（ 3） 特別感：季節・イベントなどのカテゴリ所属数

楽天レシピにおいて，図 2の右のように，その料理レシピが

所属する季節やイベントのカテゴリ数を「特別感」のスコアと

して利用した．



（ 4） 豪華さ：レシピ予算

レシピ予算を考慮した「豪華さ」のスコア化を行う．予算に

用いる値は図 2左のような楽天レシピに使用されている基準値

を「豪華さ」のスコアとして採用した．楽天レシピに使用され

ている基準値は，以下のとおりである．

1: 100円以下

2: 300円前後

3: 500円前後

4: 1,000円前後

5: 2,000円前後

6: 3,000円前後

7: 5,000円前後

8: 10,000円以上

（ 5） 非日常：検索結果数

楽天レシピにおいて，その料理レシピの検索結果数の逆数

を「非日常」のスコアとして利用した．検索結果数が多いほど

スコアは低く，少ないほど高いとする．これは，たとえば「ハ

ンバーグ」と検索した場合に「煮込みハンバーグ」と「魚ハン

バーグ」が表示されたとき，「魚ハンバーグ」のほうがレシピ掲

載数が少ないため，非日常的であるといえるためである．

4. 2 料理レシピの推薦ランキング

前節で算出した各「楽しい」と感じる要素のスコアを用い，

その料理レシピにおける「楽しい」と感じるレシピの総合スコ

アを算出する．まず，「楽しい」と感じる 5つの要素のスコアの

比率を同じにするため，式（2）よりそれぞれのスコアを 0 1に

Min-Max正規化する．

Y =
X −Xmin

Xmax −Xmin
(2)

正規化することによって，スコアが 0になるものが生じるた

め，式（3）より正規化した「楽しい」と感じる 5つの要素の

スコア en の値を足し合わせ，0以外の要素の数 N で割ったも

のを総合的なスコア R として算出する．なお，N の範囲は要

素の数 5以下である．

R =
e1 + e2 + · · ·+ en

N
,N <= 5 (3)

最後に，一般的なレシピ検索結果に対して，「楽しい」と感じ

る 5つの要素のスコアを総合的に考慮したレシピの総合スコア

を基にリランキングしたレシピをユーザに推薦する．

4. 3 「楽しい」と感じる料理レシピ推薦の実行例

「楽しい」と感じる 5つの要素のスコアから，「楽しい」とい

う感情を考慮したレシピの総合ランキングを，「シチュー」のレ

シピを例として図 3に示す．

左の表が楽天レシピで「シチュー」を検索して人気順で表示

された上位 12件のレシピである．右側の表が本研究で提案し

たレシピ推薦手法を用いて算出した「楽しい」と感じる料理レ

シピの総合スコア順に並べ替えた結果である．また，「楽しい」

と感じる 5つの要素のスコアをそれぞれに提示する．色付けし

てある部分は，左側の楽天レシピの人気順と右側の提案手法の

ランキングで特に順位の変動が大きかったレシピである．たと

えば，左側の 9番目のレシピ「自家製コーンシチュー」が右側

表 3 提案ランキングと被験者ランキングの評価結果

料理名 順位相関 MAP MRR nDCG@5 nDCG@10

シュークリーム 0.577 0.682 0.950 0.838 0.873

シチュー 0.500 0.770 0.770 0.724 0.817

アイス 0.356 0.535 0.600 0.642 0.729

カレー 0.388 0.611 0.833 0.755 0.862

オムライス 0.468 0.873 0.700 0.800 0.901

の提案手法の 1番目にリランキングされ，左側の 12番目のレ

シピ「鶏胸肉でヘルシークリームシチュー」が右側の提案手法

の 4番目にリランキングされている．人気順では，手軽な料理

や価格の安いものなど，日常的に食べることを第一に考えたレ

シピが上位きてしまう可能性が考えられる．このランキングで

は「楽しい」と感じる 5つの要素のスコアが高いレシピが上位

にきているためそれを避けることができる．

5. 評 価 実 験

5. 1 データセット作成

提案手法で利用する「楽天レシピデータ」は，楽天株式会社

が所持する楽天データセットを国立情報学研究所（NII）によっ

て提供されたものである．これは 2010年 8月 3日から 2016年

1月 12日において，全レシピデータ約 1億 5600万件が含まれ

る．各レシピデータに付与されたレシピ情報およびレシピ画像

を利用する．本研究では，楽天レシピデータを用いて，「シュー

クリーム」，「シチュー」，「アイス」，「カレー」，「オムライス」の

異なるジャンルの 5種類の料理名を対象に検索し，各検索結果

に表示される楽天レシピの人気順上位 20件のレシピを抽出し

た．ただし，ランキングに含まれるデータにない年度のものに

ついてはないものとし，その件数での抽出とした．

5. 2 実験 I：楽しいと感じるレシピ推薦の有効性検証

実験 Iでは，提案した楽しいと感じるレシピ推薦ランキング

の有効性を評価するために，比較手法を既存の楽天レシピの人

気順とし，評価実験を行った．あらかじめ 5. 1節で抽出した 5

種類の料理のレシピデータを用いて被験者へのアンケート調査

を行い，その被験者にとっての「楽しい」と感じるレシピの正

解データを作成した．

アンケート調査では，料理経験（ほぼ毎日，週 2，3日程度，

月に数回程度，年に数回程度，ほとんどしない），料理シチュ

エーション（普段の料理，もてなし，お祝い，おつまみ，贈り

物，妊婦さん，離乳食，アルバイト，作ったことはない，その

ほか），レシピサイトの利用経験（ない，数回程度，月に 1回，

毎週，ほぼ毎日）についても調査を行った．被験者は 20代～

30代の女性 6名，20代の男性 4名であり，過半数が日常的に

料理を行っていると回答している．まず，被験者には，5. 1節

で抽出した 5種類の料理のレシピデータを楽しいと感じるかに

ついて 5段階評価してもらった．また，各料理のレシピ 20件

を楽しいと感じるレシピ順に並び替えてもらい，そのランキン

グがその被験者の正解データとして検証に用いた．

被験者により作成した正解データと提案ランキングおよび既

存の楽天レシピ人気順のランキングをスピアマンの順位相関係



図 3 提案したレシピ推薦手法の実行例（例：シチュー）

表 4 楽天レシピ人気ランキングと被験者ランキングの評価結果

料理名 順位相関 MAP MRR nDCG@5 nDCG@10

シュークリーム -0.019 0.447 0.542 0.001 0.015

シチュー -0.208 0.613 0.380 0.007 0.087

アイス -0.124 0.490 0.238 0.003 0.010

カレー 0.012 0.503 0.601 0.010 0.041

オムライス -0.156 0.869 0.445 0.028 0.362

数，MAP，MRR，nDCG@5，nDCG@10 の 10人の平均の値

を用いて比較する．提案ランキングと被験者ランキングの評価

結果を表 3に示し，楽天レシピ人気ランキングと被験者ランキ

ングの評価結果を表 4に示す．提案ランキングと既存の楽天レ

シピ人気順のランキングを比較し，どれにおいても提案ランキ

ングのほうが値を上回る結果となった．　　

5. 3 実験 II：アンケートによる提案手法の有用性検証

実験 IIでは，各被験者には，料理ごとではなく，5. 2節の検

証で用いた提案ランキングおよび既存の楽天レシピ人気ランキ

ングを提示し，全体的に比較しながらアンケート調査を行って

もらった．被験者は 20代の女性 3名，20代の男性 7名である．

アンケート調査では，まず，提示した提案ランキングおよび

既存の楽天レシピ人気ランキングを比較し，提案ランキングに

対して 5段階評価（1.全くそう思わない，2.そう思わない，3.

どちらともいえない，4.そう思う，5.とてもそう思う）を行っ

てもらった. 5段階評価で行った質問は以下のとおりである．

Q1. 楽しいと感じるレシピが上位にきていたか

Q2. 作りたいと思うレシピが上位にきていたか

Q3. 今後もこのシステムを利用してみたいと思ったか

次に，提示した提案ランキングおよび既存の楽天レシピ人気

ランキングを比較し，提案ランキングに対して以下のアンケー

トを回答してもらった．

• 良かった点と悪かった点の列挙

• 追加してほしい機能の記述

• ほかに改善してほしい機能の記述

5. 3. 1 アンケートの 5段階評価の結果

提案手法による楽しいと感じるレシピランキングの 5段階評

価の平均値を図 4に示す．その結果より，「シュークリーム」と

「アイス」において 5段階評価の平均値はすべて 4.0以上で高

い評価といえる．「オムライス」と「カレー」はすべての 5段階

評価の平均値が 4.0未満と低くなっている．

5. 3. 2 アンケートの記述回答

「良かった点と悪かった点の列挙」の回答では，良い点とし

ては，

• 作るのが楽しそうなレシピが上位になった

• 料理ができない人に興味を持ってもらえると感じた

• シュークリームとアイスは明確に楽しさを感じた

• 作りたくなるようなものが多かった

• 調理の難易度がよく反映されていると感じた

• 楽しいと感じるレシピが上位に来ていた

• 簡単なレシピが上位に来ている

という意見があった．

悪い点としては，

• キーワードに合ってないレシピが上位になった

• すべてのレシピが楽しいと感じるわけではない

• オムライスとカレーのレシピを感じる差が小さい

• 変わり種は極端に順位が低い

という意見があった．

次に「追加してほしい機能の記述」の回答では，

• ユーザの料理レベルを考慮できる機能

• レシピの難易度を分類して欲しい

• ユーザの料理経験やレシピの難しさを反映する機能

• 検索に料理時間を考慮するかどうか　

• 所要時間を考慮した順番での提示　

• 簡単優先と豪華さ優先ボタン

という意見があった．

最後に「他に改善してほしい点の記述」の回答では，

• 精度の改善



図 4 楽しいと感じるレシピランキングに対する 5 段階評価の平均値

表 5 「シュークリーム」と「アイス」の順位相関

被験者 シュークリーム アイス

1 0.130 0.324

2 0.693 0.426

3 0.563 0.215

4 0.557 0.579

5 0.579 0.224

6 0.682 0.253

7 0.643 0.224

8 0.559 0.429

9 0.600 0.274

10 0.7625 0.700

平均 0.577 0.365

• 似たようなレシピを 2つ以上表示しない機能

という意見があった．

5. 4 考 察

5. 4. 1 楽しいと感じるレシピ推薦の有効性

まず，表 3の提案手法によるランキング結果では，順位相関

は「シュークリーム」と「シチュー」は平均で 0.5以上である

が，「アイス」や「カレー」は 0.4を下回っており，高いとはい

えない．これは検索ワードに対して表示されたレシピの種類に

よると考える．たとえば，一番高かった「シュークリーム」と

「アイス」の被験者ごとの順位相関の結果を表 5に示す．2つを

比較すると，「シュークリーム」は被験者間での差が少なく「ア

イス」は大きい．つまり，「アイス」は人によってランキングが

大きく異なり，相関が小さい．これは検索ワードである「アイ

ス」の検索結果が，「バニラアイス」や「オレンジアイス」の

ように種類が豊富なためだと考えられる．また，今回考慮しな

かった味の観点に大きく影響を受けているため，提案手法では

絞り込んだ検索ワードのほうが有効性が高いと考えられる．表

には 10人の平均を示しているが，個人の値は高い人と低い人

でさまざまであったため，被験者によっても提案手法の有効性

が高い人と低い人でわかれると考えられる．

次に，表 4の比較手法の結果では，すべての値が低く，楽天

レシピの人気ランキングでは楽しいと感じるレシピ順にはなら

ないことがわかる．これは人気順が価格の安いものや，より手

軽に作れるものが人気になることも多いため，「楽しい」と感じ

るレシピという観点には適さないのだと考えられる．よって，

提案手法における価格を考慮する「豪華さ」の項目は必要であ

り，または事前調査の段階でのぞいた「料理負荷が少ない」と

いう項目が適切ではないということを確認した．

また，提案ランキングと楽天レシピ人気ランキングの結果を

比較すると．提案ランキングで用いた料理の中で「アイス」や

「カレー」は満足のいく結果は得られなかったが，それでも楽天

レシピ人気ランキングの相関はかなり低いため提案ランキング

のほうが上回っている．既存の楽天レシピの人気順を用いるよ

りも提案手法による推薦ランキングを用いたほうが，より楽し

いと感じるレシピに並び替えることができる．したがって，提

案手法によるレシピ推薦手法の有効性が確認できる．

5. 4. 2 料理レシピ推薦手法の有用性

図 4の 5段階評価の平均値から，全体的に 3.5を上回ってお

り，提案手法の有用性が確認できた．料理品目ごとに確かめる

と，「シュークリーム」と「アイス」の評価がより高く，「カレー」

と「オムライス」の評価が低くなっている．よって，デザート

系のジャンルは，明確にリランキング結果が楽しそうだと判断

できるため，より提案手法に適していると考えられる．

一方で，「カレー」や「オムライス」は，レシピごとのランキ

ングの差が大きく，相関が低くなっている．これは，並び替え

に用いた楽天レシピの上位 20件のレシピが，楽しいと感じる

ものが少なく，楽しいかどうか判断するのが難しいためだと考

えられる．改善するためには，並び替えるレシピの範囲を増や

し，料理のジャンルによってスコアの重みづけを変える必要が

ある．

次にアンケートの記述回答に着目する．良かった点の列挙か



ら「楽しい」と感じる順に並び替えることができたとわかる．

また，悪い点である「キーワードに適さないレシピ」や「変わ

り種のレシピが表示される」というのは，たとえば「カレー」

と検索した際「カレーコロッケ」なども表示されることである．

これは，検索結果のワードが料理のタイトルに含まれているか

どうかで表示が行われるためである．今後はカテゴリの所属が

「カレー」であるレシピのみを表示するなど，選択式にするこ

とで改善していきたい．追加機能については，「調理時間」につ

いて意見が多かったため，今後「調理時間」のスコアの考慮も

考えていきたい．

6. お わ り に

本研究では，楽天レシピのレシピデータに付与されているメ

タデータから抽出した「楽しい」と感じる要素を用いて，既存

のランキングを楽しいと感じるレシピ順に並び替えて推薦する

手法を提案した．評価実験では，まず提案ランキングおよび既

存の楽天レシピ人気ランキングと被験者によるランキングを比

較する評価を行った．次に被験者に提案ランキングと既存の楽

天レシピ人気ランキングを提示して，全体的に比較しながら提

案ランキングに対するアンケート評価を行った．その結果，提

案手法による楽しいと感じるレシピ推薦の有効性および有用性

を確認した．

今後の課題として，まず，「楽しい」と感じられる要素抽出方

法を改善し，「楽しい」という感情を左右する要素の値の算出方

法について検討する必要がある．また，被験者数や料理の種類

を増やして大規模な実験を行う予定である．さらに，比較手法

の選定も見直す必要がある．今回の評価実験では，比較手法は

「楽しい」という感情を考慮したものではなく，人気順であった

ため，大幅に差が生じた．ほかの「楽しい」という感情を考慮

したランキングとの比較を行い，並び替えに用いる料理レシピ

の数を増やすことで，提案手法の有用性が正しい判断ができる．
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